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平
成
24
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か
ら
18
日
ま
で
開
催
し

た
。
予
算
関
係
６
件
、
条
例
関
係
３
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
・
承
認
し
た
。
ま
た
意
見
書
２
件
を
全
員
賛
成
で
可
決
。

新
名
神
高
速
道
路
の
凍
結
解
除
を
受
け
て
、「
新
名
神
高
速
道
路
建
設

に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
６
人
の
議
員
が
立
ち
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
た
。

( ２ )

６
月
定
例
会

新名神高速道路　ついに凍結解除
　　特別委員会を設置

会　計　予　算　名 補　正　額 補正後の予算総額 議決

一　 般　 会　 計 809万円 37 億 3,412 万円 可決 全員賛成

特
別
会
計

国　保　会　計 △5,975万円 11 億　774 万円 可決 全員賛成

介 護 保 険 会 計 △1,368万円 6 億 6,809 万円 可決 賛成9:反対2

公共下水道会計 △2,164万円 3 億 9,996 万円 可決 全員賛成

（千円以下切捨て）

反
対
︵
安
本　

修
議
員
︶

討   

論

　

今
年
、
介
護
保
険
料
が
大
幅
に
値
上
げ
さ
れ
た
が
、
今

回
減
額
さ
れ
た
基
金
を
保
険
料
の
値
下
げ
に
充
て
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
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介
護
保
険
会
計

平成 23年度補正した予算 【専決処分】

　新名神高速道路は、名古屋市を起点に神戸市へ至る延長 174 ㎞の高
速道路です。宇治田原町を含む大津～城陽間は抜本的見直し区間とし
て工事が凍結されていましたが、本年 4 月 20 日に事業許可が下り、
2023 年完成予定で着工されることとなりました。町議会においても「新
名神高速道路建設に関する特別委員会」を設置し、委員長に青山美義
議員、副委員長に田中修議員を選出しました。

（NEXCO西日本パンフより）
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６
月
定
例
会

　主な内容としては、社会資本整備総合交付金等の増額に伴うもので、未来創造校研究事業費（12

万円）や、生活道路改良事業（舗装工事）（601 万円）、やすらぎ荘の給湯設備、学校の漏水修繕

などの経費を追加したもの。

平成 24年度補正した予算

会　計　予　算　名 補　正　額 補正後の予算総額 議決

一 　 般 　 会 　 計 1,221万円 37 億 7,121 万円 可決 全員賛成

特
別

会
計

国　 保　 会　 計

【 専 決 処 分 】
6,100万円 11 億 3,347 万円 可決 全員賛成

（千円以下切捨て）

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
し
て
支
援
す
る
こ
と
や
、
町

民
税
の
申
告
の
様
式
を
簡
易
に
す
る
。
さ
ら
に
、
固
定
資
産
税

の
評
価
替
え
に
と
も
な
う
税
率
を
引
き
上
げ
る
。

【
質　

問
】

　

今
回
の
改
定
で
、
固
定
資
産
税
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
と
な

る
が
、
本
町
住
民
へ
の
影
響
は
。

【
答　

弁
（
税
務
・
会
計
課
長
）】

　

本
町
で
は
、
住
宅
用
地
に
対
す
る
税
負
担
引
き
上
げ
は
生
じ

な
い
。

「
こ
こ
ろ
の
健
康
基
本
法
（
仮
称
）」
の
法
制
化
を
求
め
る

　

う
つ
病
や
認
知
症
な
ど
の
精
神
疾
患
者
数
は
３
０
０
万

人
を
超
え
て
お
り
、
誰
に
で
も
お
こ
り
う
る
病
と
し
て
重

大
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
医
療
と
の
格
差

や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
充
実
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
国
と
し
て
「
こ
こ
ろ
の
健
康
基
本
法
（
仮
称
）」
を

早
期
に
制
定
す
る
よ
う
求
め
る
。

大
飯
原
発
再
稼
働
に
関
す
る
意
見
書
を
可
決

　

福
井
県
大
飯
原
発
に
ひ
と
た
び
事
故
が
発
生
す
れ
ば
、
京

都
府
民
は
も
と
よ
り
国
内
外
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
今
夏
の
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
し
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
国
に
お
い
て
は
、
原
発
に
依
存
し
な

い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜
本
的
な
転
換
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

講
じ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

な
お
大
飯
原
発
の
再
稼
働
が
決
ま
っ
た
が
、
原
発
の
安
全

性
や
国
民
の
理
解
が
十
分
に
得
ら
れ
て
い
な
い
。
第
三
者
に

よ
る
専
門
的
な
機
関
に
よ
る
新
た
な
安
全
基
準
を
確
立
し
、

国
民
の
理
解
を
得
る
な
ど
、
万
全
な
対
応
を
強
く
求
め
る
。

【
可
決　

賛
成
全
員
】

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜
本
的
転
換
を

精
神
疾
患
患
者
数
は
３
０
０
万
人
超

【
可
決　

賛
成
全
員
】

意
見
書

改
正
し
た
条
例

京都府原子力防災のしおりより

【
可
決　

賛
成
全
員
】



一
般
質
問大飯原発３、４号機

山手線（南バイパス）

( ４ )

原
発
再
稼
働
に
反
対
す
べ
き

【
答
】
再
稼
働
は
暫
定
的
な
も
の
に
す
べ
き

【
質　

問
】　　

　

福
島
の
原
発
事
故
の
原
因

が
わ
か
ら
ず
、
安
全
対
策
や

避
難
計
画
の
見
直
し
も
で
き

て
い
な
い
。
も
っ
と
日
本
の

自
然
を
生
か
し
た
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
工
夫
す
べ
き
で
あ

る
。
原
発
ゼ
ロ
を
決
断
す
れ

ば
、
様
々
な
工
夫
が
生
ま
れ

て
く
る
。
福
島
の
教
訓
を
大

切
に
し
、
国
民
の
命
を
脅
か

す
再
稼
働
に
反
対
す
べ
き
で

は
な
い
か
。 

【
答　

弁
（
町
長
）】 

　

福
井
県
に
は
原
発
が
集
中

し
て
お
り
、
一
た
び
大
事
故

が
発
生
す
れ
ば
住
民
生
活
や

経
済
活
動
へ
の
影
響
が
心
配

さ
れ
る
。
原
発
に
依
存
し
な

い
安
心
安
全
な
電
力
の
供
給

【
質　

問
】

　

国
道
３
０
７
の
渋
滞
解
消

と
新
都
市
開
発
を
進
め
る
た

め
、
山
手
線
の
建
設
は
ど
の

【
答
】
京
都
府
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く

山
手
線
の
具
体
的
な
計
画
は

よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。
具
体
的
な
計
画
は

な
い
の
か
。 

安本　修　　
　議員

【
答
】
避
け
て
通
れ
な
い

消
費
税
増
税
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

【
質　

問
】

　

消
費
税
は
、
公
約
違
反
で

あ
り
、
低
所
得
者
ほ
ど
負
担

が
重
く
な
る
。
ま
た
、
消
費

が
冷
え
込
み
、
税
収
全
体
も

落
ち
込
む
。
住
民
に
と
っ
て

大
変
な
負
担
で
あ
る
。 　

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。 

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

将
来
の
社
会
保
障
の
安
定

財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
消

費
税
の
増
税
は
、
も
は
や
避

け
て
通
れ
な
い
と
考
え
る
。 

【
答
】
ネ
ク
ス
コ
に
求
め
て
い
く

新
名
神
建
設
に
あ
た
り
、
環
境
ア
セ
ス
を

【
質　

問
】

　
「
凍
結
解
除
」
を
受
け
て

新
名
神
の
建
設
は
ど
の
よ
う

に
進
む
の
か
。
こ
の
間
の
経

過
が
何
も
説
明
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
計
画
当
初
と
比

べ
、
新
名
神
ル
ー
ト
近
辺
も

変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
改
め
て

実
施
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。 

【
答
弁
（
建
設
課
長
）】 

　

沿
線
自
治
体
の
意
向
を
ふ

ま
え
、
凍
結
解
除
と
な
っ
た
。

今
後
住
民
の
皆
様
の
協
力
を

得
て
進
め
る
。

　

環
境
ア
セ
ス
に
つ
い
て

は
、
当
時
な
か
っ
た
銘
城
台

や
緑
苑
坂
、
集
団
茶
園
等
変

化
要
因
が
あ
り
、
環
境
へ
の

考
え
方
、
対
応
策
を
講
じ
る

よ
う
ネ
ク
ス
コ
に
求
め
る
。

が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
す
ぐ

に
原
発
ゼ
ロ
と
は

い
か
な
い
。「
縮

原
発
」
と
い
う
考

え
方
で
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。
原
発

再
稼
働
は
「
暫
定

的
」
な
も
の
に
す

べ
き
。 

【
答　

弁
（
建
設
課
長
）】 
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山
手
線
は
、
新

名
神
の
ア
ク
セ
ス

道
と
し
て
、
位
置

づ
け
ら
れ
て
き

た
。
新
市
街
地
と

緑
苑
坂
か
ら
の
北

伸
部
分
の
実
現
め

ざ
し
、
京
都
府
に

協
力
を
お
願
い
し

て
い
く
。 



【
質　

問
】

　

通
学
路
で
何
の
落
ち
度
も

な
い
小
学
生
が
次
々
と
犠
牲

に
な
る
痛
ま
し
い
交
通
事
故

が
相
次
い
だ
。
国
も
危
険
箇

所
を
調
査
し
、
対
策
を
検
討

す
る
と
し
て
い
る
が
、
わ
が

町
の
状
況
と
、
安
全
対
策
は
。

【
答　

弁
（
教
育
次
長
）】

　

通
学
路
を
確
認
し
た
結

果
、
危
険
箇
所
17
カ
所
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
府
や
本
町

建
設
・
環
境
課
、
警
察
署
に

対
し
早
急
な
対
応
を
依
頼
し

【
答
】
料
金
体
系
全
体
を
見
直
す
際
に
検
討

基
本
水
量
、
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を

た
。
改
良
が
困
難
な
箇
所
は
、

交
通
安
全
指
導
員
の
対
応
強

化
や
通
学
路
の
変
更
な
ど
、

学
校
と
も
相
談
し
て
い
く
。

【
質　

問
】

　

今
や
交
通
事
故
死
の
中
で

一
番
多
い
の
が
歩
行
者
。
通

学
路
等
で
の
事
故
は
決
し
て

人
ご
と
で
は
な
い
。
こ
の
間

の
事
故
を
教
訓
に
、
学
校
や

保
護
者
、
地
域
、
見
守
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
力

を
合
わ
せ
て
、
さ
ら
に
取
り

組
み
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

【
質　

問
】

　

安
全
対
策
と
し
て
、
歩
道

部
分
の
カ
ラ
ー
舗
装
が
有
効

と
聞
く
。
検
討
を
。

【
答　

弁
（
教
育
長
）】

　

カ
ラ
ー
舗
装
は
、
警
察
か

ら
も
有
効
で
あ
る
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
得
て
い
る
。、
今
後
、

担
当
課
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
対
処
し
て
い
く
。

【
答　

弁
（
上
下
水
道
課
長
）】

　

基
本
水
量
は
、
生
活
上
必

要
な
水
量
を
給
水
管
口
径
ご

と
に
決
め
て
い
る
も
の
。
基

本
水
量
の
見
直
し
は
、
水
道

料
金
体
系
全
体
を
見
直
す
際

に
検
討
し
た
い
。

【
質　

問
】

　

ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢
者

だ
け
の
世
帯
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
で
年
間
を
通
じ
て

基
本
水
量
以
下
の
世
帯
を
対

象
に
、
減
免
の
適
用
を
。

【
答　

弁
（
上
下
水
道
課
長
）】

　

漏
水
の
場
合
に
減
免
を
適

用
し
て
い
る
。
低
所
得
者
等

へ
の
減
免
を
実
施
す
る
予
定

は
な
い
。

る
の
で
は
。

【
答　

弁
（
教
育
長
）】

　

行
政
や
学
校
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
命
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
、
関
係
機
関
、
住
民
の

皆
様
と
連
携
す
る
と
と
も

に
、
通
学
路
の
実
態
を
継
続

的
に
把
握
し
、
安
心
安
全
の

充
実
に
力
を
注
ぐ
。

今西久美子
　　　議員

　通学路の安全対策を

【答】安心安全の充実に力を注ぐ

( ５)

一
般
質
問

危険な通学路

【
質　

問
】

　

わ
が
町
の
上
水
道
の
基
本

水
量
は
、
府
下
で
も
高
く
、

家
族
が
減
っ
て
も
、
節
水
し

て
も
水
道
料
金
は
安
く
な
ら

な
い
。
基
本
水
量
に
満
た
な

い
世
帯
の
割
合
は
。

【
答　

弁
（
上
下
水
道
課
長
）】

　

口
径
13
ミ
リ
の
場
合
で
約

25
％
、
口
径
20
ミ
リ
の
場
合

で
約
35
％
の
世
帯
が
基
本
水

量
に
達
し
て
い
な
い
。

【
質　

問
】

　

３
割
も
の
世
帯
で
基
本
水

量
に
達
し
て
い
な
い
の
は
、

設
定
そ
の
も
の
に
無
理
が
あ

る
。
節
水
の

努
力
を
す
れ

ば
、
水
道
料

金
が
安
く
な

る
よ
う
、
引

き
下
げ
を
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

通
学
路
の
総
点
検
と
安
全
対
策
は

【
答
】
現
場
を
確
認
し
、
関
係
機
関
に
改
良
を
依
頼【

答
】
個
別
物
質
へ
の
対
応
は
困
難

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
給
食
を

【
質　

問
】　　

　

亀
岡
の
大
事
故
や
重
大
事

故
が
多
発
す
る
中
で
、
本
町

の
通
学
路
の
総
点
検
と
危
険

箇
所
の
主
な
項
目
、
危
険
度

の
高
い
箇
所
か
ら
今
後
の
対

策
は
。

【
答　

弁
（
教
育
次
長
）】

　

各
学
校
か
ら
報
告
さ
れ
た

危
険
箇
所
は
17
箇
所
で
、
国
・

府
道
関
係
が
4
箇
所
、
町
道

関
係
が
13
箇
所
。
指
摘
箇
所

の
ほ
と
ん
ど
が
道
路
狭
小
、

歩
道
未
整
備
の
安
全
確
保
を

目
的
と
し
た
改
良
で
、
府
土

木
事
務
所
、
本
町
の
建
設
・

環
境
課
に
依
頼
し
て
い
る
。

【
質　

問
】　

　

現
状
の
通
学
路
線
に
つ
い

て
岩
山
、
立
川
等
か
ら
見
直

し
要
望
も
出
て
い
る
。
教
育

委
員
会
と
し
て
も
安
全
を
重

視
し
、
種
々
の
意
見
を
集
約

し
て
前
向
き
に
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

【
答　

弁
（
教
育
次
長
）】

　

通
学
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も

慣
習
や
慣
例
に
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
柔
軟
に
対
応
す
べ
き

で
あ
り
、
安
全
が
確
保
で
き

れ
ば
再
考
し
、
保
護
者
、
学

校
と
連
携
し
な
が
ら
進
め

る
。

( ６ )

【
質　

問
】　

　

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
起

こ
す
児
童
生
徒
の
実
態
と
、

ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
給
食
の

あ
り
方
を
再
構
築
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

で
あ
る
。

　

今
後
、
栄
養
士
や
保
護
者

と
の
意
見
交
換
、
勉
強
会
の

場
を
設
け
、
学
校
現
場
を
通

じ
て
検
討
を
重
ね
た
い
。

通学路

垣 内 秋 弘
　　　議員

【
答
】
実
行
計
画
を
策
定
し
て
取
組
む

電
力
の
節
電
対
策
は

【
答　

弁
（
教
育
次
長
）】

　

現
在
小
中
学
校
合
わ
せ
て

54
人
の
児
童
生
徒
か
ら
申

し
出
が
あ
る
が
、
牛
乳
ア
レ

ル
ギ
ー
の
児
童
・
生
徒
７
人

の
み
対
応
し
て
い
る
。
ア
レ

ル
ギ
ー
物
質
は
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る

が
、
調
理
過
程
に
お
い
て
個

別
の
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
に
対

応
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難

【
質　

問
】

　

電
力
事
情
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
中
、
本
町
の
庁
舎
及

び
公
共
施
設
の
節
電
対
策

は
。

【
答　

弁
（
環
境
課
長
）】

　

夏
期
節
電
実
行
計
画
を
定

め
①
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
拡
大

②
エ
ア
コ
ン
の
運
転
時
間
の

制
限
③
夜
間
会
議
の
抑
制
④

事
務
室
内
の
節
電
等
、
最
終

目
標
値
18
％
の
節
電
を
め
ざ

し
取
組
む
。
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田中　修
　　　議員

新名神開通で庁舎移転は

【答】住民から声をいただく時期がくれば考えたい

【
答
】
交
対
協
で
研
究
・
検
討
す
る

生
活
道
路
の
安
全
対
策
は

( ７）

一
般
質
問

【
質　

問
】

　

新
名
神
高
速
道
路
の
建
設

凍
結
が
解
除
さ
れ
た
。
道
路

網
の
整
備
と
と
も
に
、
町
の

中
の
人
の
流
れ
、
車
の
流

れ
、
利
便
性
、
防
災
の
拠
点

等
、
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
。

今
、
大
型
バ
ス
の
進
入
も
困

難
な
現
庁
舎
の
全
面
改
修

を
、
概
算
工
事
費
３
億
８
，

０
０
０
万
円
か
け
、
町
の
拠

点
を
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
置
い

て
よ
い
の
か
。
ま
ち
づ
く
り

の
将
来
を
見
す
え
た
検
討
を

早
急
に
行
う
べ
き
で
は
。

【
答　

弁
（
総
務
課
長
）】

　

耐
震
補
強
計
画
案
に
基
づ

き
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
及
び

長
寿
命
化
を
合
わ
せ
た
改
修

を
行
う
べ
く
、
実
施
設
計
業

務
を
進
め
て
い
る
。
新
庁
舎

の
建
設
と
も
な
れ
ば
、
概
算

で
25
億
円
か
ら
30
億
円
の
費

用
が
か
か
る
。
本
町
の
財
政

の
現
状
か
ら
、
新
庁
舎
建
設

は
困
難
で
あ
り
、
現
庁
舎
の

有
効
利
用
を
図
る
こ
と
が
最

適
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
質　

問
】

　

耐
震
改
修
は
大
地
震
に
備

え
早
い
時
期
に
実
施
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

開
通
の
め
ど
が
立
っ
た
新
名

神
高
速
道
路
と
、
山
手
線
、

南
北
線
の
開
通
を
考
慮
し

て
、
今
後
の
庁
舎
の
あ
り
か

た
を
、
財
政
事
情
を
見
な
が

ら
、
住
民
が
納
得
さ
れ
る
方

向
を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
。

【
答　

弁
（
町
長
）】　

　

こ
こ
10
年
な
い
し
15
年
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
大
型
事
業

を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
20
年
～
30
年
後

に
そ
の
効
果
が
出
て
く
る
。

そ
の
時
点
で
は
、
最
低
限
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
も
終
わ
り
、

も
う
庁
舎
も
新
し
い
の
を
建

て
て
は
ど
う
か
と
、
住
民
の

大
方
の
お
声
を
い
た
だ
く
時

期
が
必
ず
来
る
と
思
う
。
そ

の
と
き
に
は
、
移
転
も
含
め

て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

【
答　

弁
（
総
務
課
長
）】

　

宇
治
田
原
町
交
通
対
策
協

議
会
に
お
い
て
、
通
勤
車
両

等
へ
の
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

啓
発
を
行
っ
た
。
町
道
郷
之

口
岩
山
線
で
は
、
制
限
速
度

時
速
30
㎞
の
啓
発
の
ぼ
り
を

設
置
し
、
通
行
車
両
へ
の
注

意
喚
起
を
図
っ
て
い
る
。

　

工
業
団
地
管
理
組
合
で

も
、
交
通
対
策
委
員
会
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
、
安
全
運

転
に
心
が
け
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

【
質　

問
】

　

京
都
市
の
祇
園
や
亀
岡
市

で
の
暴
走
車
両
に
よ
る
悲
惨

な
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し

た
。
無
謀
な
運
転
を
す
る
人

も
あ
り
、
交
通
弱
者
の
お
年

寄
り
や
子
供
た
ち
が
利
用
す

る
生
活
道
路
の
安
全
対
策
の

強
化
を
し
っ
か
り
と
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
町
独

自
で
安
全
対
策
施
設
の
設
置

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に

対
処
さ
れ
る
の
か
。

役場庁舎
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森 山 高 広
　　　議員

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
導
入
を

【
答
】
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い

一
般
質
問

【
質　

問
】

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の

一
つ
で
あ
る
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
（
実
名
登
録
が
基
本

の
た
め
、
誹
謗
中
傷
の
書
き

込
み
は
起
き
に
く
い
と
言
わ

れ
て
い
る
）
は
若
い
人
を
中

心
に
急
速
に
拡
大
中
。

　

多
く
の
民
間
企
業
は
も
ち

ろ
ん
、
日
本
に
お
い
て
も
自

治
体
で
使
用
さ
れ
始
め
て
い

る
。
例
え
ば
、
石
川
県
七
尾

市
、
長
野
県
小
諸
市
、
福
井

県
あ
わ
ら
市
な
ど
が
使
用
し

て
い
る
。
一
番
の
利
点
は
、

住
民
と
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
こ
と

と
言
わ
れ
て
い
る
。
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
て
い
る

宇
治
田
原
町
に
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
は
最
適
。
ぜ
ひ
、
慎

重
か
つ
大
胆
に
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
活
用
の
検
討
を
。

【
答　

弁
（
総
務
課
長
）】

　

本
町
で
も
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
が
、
情
報
発
信
の
有

効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
　
　
　

充
実
を

【
質　

問
】

　

本
町
の
Ｈ
Ｐ
は
、
使
い
勝

手
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
な
ど
に

関
し
て
更
新
の
時
期
が
来
て

い
る
。
例
え
ば
、「
い
い
と

こ
ろ
発
信
事
業
」
は
、
町
の

Ｈ
Ｐ
で
情
報
発
信
を
行
う
と

あ
っ
た
が
、
今
の
ま
ま
で
は
、

情
報
発
信
が
十
分
に
発
揮
で

き
な
い
。
改
良
す
る
べ
き
で

は
。

【
答　

弁
（
総
務
課
長
）】

　

自
治
体
Ｈ
Ｐ
と
い
う
性
質

上
、
古
い
Ｐ
Ｃ
ユ
ー
ザ
ー
の

方
で
も
安
心
し
て
閲
覧
で
き

( ８ )

る
よ
う
に
、
動
画
や
最
新
の

技
術
は
利
用
し
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
外
部
委

託
や
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
（
コ
ン
テ
ン

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
）
と
呼
ば
れ
る
Ｈ
Ｐ
を
作

成
、
更
新
す
る
シ
ス
テ
ム
も

利
用
し
て
い
な
い
た
め
、
一

部
デ
ザ
イ
ン
的
に
見
劣
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
見
や
す
さ

と
操
作
性
に
は
十
分
配
慮
し

て
作
成
し
て
い
る
。

　

い
い
と
こ
ろ
発
信
事
業
を

町
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
す
る
に
あ

た
り
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
も
検
討
し
な
が

ら
作
業
を
進
行
中
で
あ
る
。

十
分
理
解
し
て
い
る
が
、
個

人
情
報
や
誹
謗
中
傷
な
ど

の
書
き
込
み
へ
の
対
応
や
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
代
表
さ

れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
閲
覧
規
制
を

か
け
て
い
る
企
業
や
学
校
も

あ
り
、
活
用
に
当
た
っ
て
、

い
く
つ
か
の
課
題
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
）
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
も
含
め
て
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

宇治田原町議会だより2012（平成24)年８月 第 72号

石川県七尾市のフェイスブックのページ
http://www.facebook.com/nanaocity

宇治田原町ホームページ



原 田 周 一
　　　議員

緑苑坂山手線の北伸は

【答】ネットワークが図れるよう検討

( ９）

一
般
質
問

【
質　

問
】

　

緑
苑
坂
地
区
へ
の
通
行
が

不
能
と
な
っ
た
場
合
、
陸
の

孤
島
と
な
る
と
の
質
問
か
ら

２
年
が
経
過
し
た
が
、
現
状

は
。

【
答　

弁
（
総
務
課
長
）】

　

周
辺
に
は
農
道
も
整
備
さ

れ
、
緊
急
時
は
利
用
の
方
法

も
あ
り
、
山
手
線
全
線
の
建

設
が
根
本
的
な
対
応
策
と
考

え
る
。

【
質　

問
】

　

当
該
道
路
の
北
伸
工
事
が

有
効
な
手
段
だ
が
、
東
西
へ

の
道
路
も
必
要
で
は
。

【
答　

弁
（
建
設
課
長
）】

　

北
伸
は
、
新
名
神
の
着
工

で
、
関
係
機
関
と
協
議
。
現

存
す
る
町
道
禅
定
寺
奥
山
田

線
と
交
差
す
る
こ
と
か
ら
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
図
れ

る
よ
う
検
討
す
る
。

【
質　

問
】

　

学
校
の
危
機
管
理
へ
の
取

組
は
。
大
震
災
以
後
、マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
整
備
及
び
訓
練
状

況
は
。

【
答　

弁
（
教
育
次
長
）】

　

各
家
庭
の
対
応
も
課
題

で
、
登
下
校
時
の
安
全
指
導

や
不
審
者
対
策
な
ど
、
災
害

に
遭
遇
し
て
か
ら
で
は
後
悔

す
る
こ
と
に
な
る
。
学
校
と

も
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

書
回
転
率
は
、
０
・
９
。
同

規
模
程
度
の
全
国
平
均
値
は

０
・
７
。
背
景
と
し
て
、
活

字
離
れ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
電
子
図
書
の
普
及
な
ど

の
多
様
化
が
あ
る
。

【
質　

問
】

　

新
刊
の
選
定
は
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
い
る
の

か
。
Ｃ
Ｄ
を
借
り
て
も
歌
詞

カ
ー
ド
が
入
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
開
館
時
間
延
長
の
検

討
は
。

【
答　

弁
（
教
育
課
長
）】

　

選
書
は
、
図
書
館
流
通
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
毎
週
の
新
刊

全
点
案
内
や
、
利
用
者
の
、

特
に
リ
ク
エ
ス
ト
本
を
考
慮

し
実
施
。

　

歌
詞
カ
ー
ド
を
紛
失
の
場

合
、
買
い
直
し
が
必
要
。
コ

ピ
ー
で
不
特
定
多
数
の
提
示

は
、
著
作
権
法
に
接
触
す
る
。

開
館
時
間
の
延
長
は
考
え
て

い
な
い
。

【
答
】
地
域
・
学
校
の
連
携
を
図
る

危
機
管
理
の
取
組
は

【
答
】
利
用
者
の
多
様
化
が
要
因

蔵
書
回
転
率
が
減
少
し
て
い
る
が

【
質　

問
】

　

図
書
館
利
用
に
つ

い
て
、
蔵
書
回
転
率

は
18
年
の
１
・
３
か

ら
22
年
は
０
・
９
と

落
ち
込
ん
で
い
る
。

評
価
・
認
識
は
。

【
答　

弁
（
教
育
課

長
）】

　

23
年
度
、
登
録

率
72
・
３
％
、
蔵
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広
報
編
集
委
員
会
研
修

議会の活性化に関する特別委員会

( 10 )

特
別
委
員
会

宇治田原町議会だより2012（平成24)年８月 第 72号

　

議
会
基
本
条
例
は
、
議
会
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
福
祉

の
向
上
及
び
町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
3
月

に
議
会
活
性
化
に

関
す
る
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
セ

ミ
ナ
ー
や
研
修
を

含
め
、
平
成
24
年

7
月
末
現
在
で
合
計
20
回
の

委
員
会
を
開
催
し
（
経
緯
に

つ
い
て
は
、
下
記
【
議
会
活

性
化
に
関
す
る
取
り
組
み
の

経
過
】
を
参
照
）、
議
論
を

重
ね
、
宇
治
田
原
町
議
会
基

本
条
例
の
素
案
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
6
月
に
、「
宇

治
田
原
町
議
会
基
本
条
例

（
素
案
）」
を
作
成
し
、
議
会

だ
よ
り
号
外
や
宇
治
田
原
町

役
場
等
（*

１
）
で
素
案
を

公
表
し
、
そ
の
内
容
に
対
し

て
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
の

募
集
を
行
い
ま
し
た
。

●
配
布
枚
数
（
号
外
）	

　
　
　

約
３
千
枚

●
募
集
時
期	
	

　
　

6
月
1
日
か
ら

　
　
　
　

6
月
11
日
ま
で

●
意
見
等
の
提
出
者
数　

	

　
　
　

６
名

●
意
見
等
の
件
数　
　

	

　
　
　

11
件
（*

２
）

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
等
の
主
旨
及
び
そ
れ
ら
へ

の
対
応
・
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
表
【
意
見
等
の
概
要
及

び
そ
れ
に
対
す
る
考
え
方
】

(

Ｐ
11)

に
ま
と
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な

ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　（*

１　

宇
治
田
原
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
町
役
場　

１
階

カ
ウ
ン
タ
ー
・
３
階
議
会
事

務
局
、
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
。）

（*

２　

同
一
提
出
者
の
複

数
の
ご
意
見
を
、
一
つ
の
件

数
と
し
て
扱
っ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。）

議会活性化に関する取り組みの経過
年　　月　　日 内　　　　　　　　　容

平成 23 年 1 月 28 日
　議員研修会　演題「議会改革について ]

　　　講師　京都府町村議会議長会　事務局長　福井　均氏　

平成 23 年 3 月 29 日
　宇治田原町議会活性化に関する特別委員会設置　　　　　　　　　　　　　

　　　委員長　下岡周之議員　　　副委員長　田中　修議員

平成 23 年 5 月 20 日 　委員会運営について

平成 23 年 7 月 15 日 　視察研修　　精華町議会　「議会活性化に関する取り組みについて」

平成 23 年 10 月 28 日 　検討事項等について

平成 23 年 11 年 21 日 　検討事項等について　

平成 23 年 12 月 19 日 　検討事項等について

平成 24 年 1 月 25 日
　視察研修　　滋賀県蒲生郡日野町議会　

　　　　　　　　「議会活性化に関する取り組みについて」

平成 24 年 2 月 7 日 　検討事項等について

平成 24 年 2 月 27 日 　宇治田原町議会基本条例素案づくりに着手

平成 24 年 3 月 15 日 　宇治田原町議会基本条例（素案）について　

平成 24 年 4 月 9 日 　宇治田原町議会基本条例（素案）について

「
議
会
基
本
条
例
」（
素
案
）
を
作
成
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平成 24 年 4 月 12 日 　宇治田原町議会基本条例（素案）について

平成 24 年 4 月 19 日 　宇治田原町議会基本条例（素案）について

平成 24 年 5 月 16 日 　宇治田原町議会基本条例（素案）について

平成 24 年 5 月 18 日 　宇治田原町議会基本条例（素案）について

平成 24 年 6 月 1 日

~6 月 11 日まで
　パブリックコメント実施		

平成 24 年 6 月 13 日 　パブリックコメント（意見集約）について

平成 24 年 6 月 22 日 　パブリックコメントの回答について（ホームページへの掲載）

平成 24 年 7 月 3 日 　今後の進め方について

平成 24 年 7 月 17 日 　今後の進め方について　

意見等の概要及びそれに対する考え方
ご提出いただいたご意見等の概要 対　　応 町　議　会　の　考　え　方

第 6 条第 4 項の「町長等は、」について、

条文の表現を統一するため、議会議員側

からの表現が望ましい。

ご提案の

とおり変

更します

３項、4 項を整理し以下のように変更します。

「3……　一問一答の方式で行うことができる。な

お、議員の質問に対して、町長等は、論点整理の

ため議長の許可を得て反問することができるもの

とする。」（字句の整理）

第 2 条第 4 項に引用している条文の規定

が明示されていないため、基本条例との

関係が不明。

原案のと

おりとし

ます

引用している条例、規則の内容確認については、

町ホームページで閲覧が可能となっていますが、

ご不明な点等があれば議会事務局へお問い合せく

ださい。

第 4 条第 1 項「原則として公開する」と

なっているが原則があれば、例外規定が

あり、それが明示されていないため、非

公開の危険性がある事から「全て公開す

る」と規定変更すべきである。

原案のと

おりとし

ます

法令等に規定されているもの以外については、透

明性、信頼性を確保し、開かれた議会を実現する

ため公開とするものであり、例外規定は設けてお

りません。

第 11 条第 2 項「積極的に行うよう努める」

を「行わなければならない」、第 15 条第

1 項から第 3 項中「努める」を「する」、

第 16 条第 3 項「自粛する」を「しては

いけない」、第 17 条第 2 項「努める」を「し

なければならない」に改めることが望ま

しい。

原案のと

おりとし

ます

議会基本条例は理念法として定めており、議会、

議員のあるべき姿勢を示しているものであり、条

例の性質上努力規定を基本としています。義務規

定とせず議員自らが実践していくことを定めたも

のです。
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ご提出いただいたご意見等の概要 対　　応 町　議　会　の　考　え　方

すべての議員の年間質問回数の公表を望

む。（年度末の議会だより等により）

検討して

まいりま

す

議会活性化に関する特別委員会において、検討し

てまいります。

本条例を制定するにあたって、なぜ住民

との意見交換の場を設けられないのか。

検討して

います

条例制定にあたっては、議会だよりの「号外」を

全家庭に配布し、広く住民の皆様のご意見を反映

すべく、パブリックコメントを実施させていただ

きました。

今回の条例制定にあたっての意見交換の場につき

ましては、議会活性化に関する特別委員会におい

て検討しています。

なぜ今、議会基本条例を作成するのか。

条例がなければ活性化出来ないのか。

ご意見と

して伺い

ます

地方分権が進み、議会の果たすべき役割と責任が

ますます重要となっています。議会基本条例の制

定は、二元代表制の組織構造として、合議制の住

民代表機関である議会の基本理念を示したもので

す。議会の意識改革も含んでおり、さらなる住民

自治の拡充に努めていくこととしています。

町内の文化財について、視察、確認等を

されているのか。

ご意見と

して伺い

ます

歴史的な文化財等につきましては、大変重要と考

えており、今後におきましても、文化財の保護に

努めてまいりたいと考えています。

議員の活動原則をどう思っているのか。 ご意見と

して伺い

ます。

条例では自己の能力を高める不断の研さんに努め、

住民の代表としてふさわしい活動を行うことを定

めています。住民の皆さんのご期待に応えられる

よう、活動して参ります。

議会、議員の位置付け、責務等について

成文化されることは意義ある事である。

条例の素案は本当に素晴らしい。

ご意見と

して伺い

ます

本条例制定を機に、さらなる住民福祉の向上及び

町政の発展のため、二元代表制の住民代表として、

今後におきましても努めて参ります。

議会基本条例に関するものに限って回答させていただきました。貴重なご意見をいただきありがとうございました。

議会活性化に関する特別委員会
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Ｑ）アジサイ作りを始めたきっかけは

A）  6 年程前に生家の庭にアジサイ数本を挿

し木し、ジョウロで水やりしている姿を通り

がかった浅田勝男さん（湯屋谷在住）が見ら

れて、散水用ホースの提供を受けたのがきっ

かけで、今日まで続いています。

永谷　浩美　さん

　緑茶青製法の始祖 「永谷宗円」生家にて、
町内外からの訪問客に湯茶の接待を始め、
アジサイの世話をされている永谷さんにお
聞きしました。

宗円生家で紫陽花づくり

Ｑ）今日までの一番の苦労は

A)　５年目にして、シカに花芽を１００株以

上食べられてしまい、今年は１／３程度しか

咲きませんでした。毎晩シカとの闘いです。

（鹿だけにシカたない？）

Q）　多くのポスターの掲示がありますが

A)　子どもたちに「しかさんへのお手紙」を

書いてもらって、設置しました。「しかさん

アジサイを食べないでね」は、切なる願いで

す。

宇治田原町議会だより2012（平成24)年８月 第72号

　町内外から訪問される方々の喜んでいただ

ける姿が栄養剤になっているとのことでし

た。インタビューの間も町内外からの紫陽花

見物の訪問客に、忙しくお世話する姿があり

ました。

Ｑ）数多くの種類のアジサイがありますが

A）少しずつ挿し木で増やして、今では 10

品種 200 株強になりました。

Ｑ）200 株の世話は大変ですね

A）毎年 12 月になると谷村治一さん（湯屋

谷在住）が、油粕の提供及び肥料やりなど

お世話をしていただいて、元気に育ってお

ります。

ながたに　        ひ ろ み



　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
「
議
会
基
本
条
例
」
の
素

案
に
対
し
、
貴
重
な
ご
意
見

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
議
会
活
性
化
に
関
す
る

特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
よ

り
住
民
の
み
な
さ
ま
に
信
頼

さ
れ
る
議
会
を
め
ざ
し
て
、

ひ
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き

ま
す
が
、
熱
中
症
等
十
分
に

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
お

身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

広
報
編
集
委
員 

今
西　

編
集
後
記

　

毎
日
暑
い
日
が
続
き
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
水
遊
び

が
大
好
き
。
こ
の
日
も
ジ
ョ

ウ
ロ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

で
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し

た
。（
保
育
所
に
て
）

今
号
の
表
紙

発
行
●
宇
治
田
原
町
議
会

編
集
●
議
会
広
報
編
集
委
員
会

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
gikai@town.ujitawara.kyoto.jp

京
都
府
綴
喜
郡
宇
治
田
原
町
荒
木
西
出
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輪投げ（郷之口ふれあいサロン）夏まつり（宇治田原元気っ子）

信西入道塚（立川）


